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第１章 自然環境観察員制度について 
 
 １ 自然環境観察員の募集 
   観察員の募集は「広報さがみはら」（平成１８年３月１日号）などで行いました。 

様々な世代の方からご応募をいただき、１０３名の方を「相模原市自然環境観察員」として

登録しました。 
 
 ２ 自然環境観察員制度の概要 
   本制度では「身近な生きもの調査」及び「かんきょう学習セミナー」を主要事業とし、環境 
情報センターの開所に合わせ、今年度からの運営及び活動について、次のとおりとしました。 
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相互連携 

 
 
 
 
 
 

事務局（環境情報センター） 
○ 相模原市環境基本計画を踏まえた制度の総括 
○ 観察員による各種事業の運営補助（人事管理・通知送付、会場確保、 
講師手配、消耗品支給など） 

○ 観察員の主体的な活動の補助（さがみはら環境まつり出展調整、講師活動調整） 
○ 事業パートナーに対する研修機会の提供 

事業パートナー 
○ 全体テーマ調査の企画・運営・参加・とりまとめ（リーダー） 
○ 企画会議への参画 
○ パートナーシップ（リーダー）研修会の企画・運営・参加 
○ 専門部会の企画・運営・参加・とりまとめ 
○ 発表、広報活動の企画・運営・参加 
○ 講師活動やアドバイザー活動、環境情報センター事業への協力 

博

物

館

な

ど

事 業 活 動 
 
 
 
○調査事業 
全観察員が参加する身近な生きもの調査 
①全体テーマ調査 
 すべての観察員を対象とした身近な生

きもの調査（年２～３回実施） 
 
希望者が参加する身近な生きもの調査 
②任意参加調査 
 従来のメッシュを使わない任意参加の

テーマ調査 
③自主テーマ調査 
 目撃情報の報告など自主的に行う調査 
④植物調査部会調査 
 希少種を中心とした調査 
⑤湧水調査部会調査 
 湧水地の水質、生物、周辺環境調査 
⑥野鳥調査部会 
 野鳥のルート・地点調査 
⑦河川生物相調査部会 
 河川生物相調査 

○学習活動事業 
 
①かんきょう学習セミナー 
 全体テーマ調査の対象種につい

てなど、自然環境に関する学習（随

時実施） 
 
②現地講習会 
 身近な生きもの調査の対象種に

ついての現地観察会 

○活動推進事業 
 

①さがみはら環境まつ

りへの参加 

 

②環境情報センター

「エコネットの輪」へ

の登録及び講師活動 

 

 

 

○調査・研究 
新市における津久井地域の調査・研究活動 
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 ３ 実施内容 
 （１）身近な生きもの調査 

 調査項目 実施時期 
ツバメの巣分布調査 平成 18年 4月 30日～ 7月 6日 
帰化植物（セイタカアワ

ダチソウ）分布調査 平成 18年 9月 30日～11月 19日 1 
全体テーマ 
調査 

テントウムシ分布調査 平成 18年 10月 1日～11月 5日 
2 自主テーマ調査 平成 18年 4月 20日～平成 19年 2月 10日

植物調査部会 平成 18年 7月 25日 他 
湧水調査部会 平成 19年 3月 17日 
野鳥調査部会 平成 18年 7月 11日 他 3 

専門部会 
調査 

河川生物相調査部会 平成 18年 6月 23日 他 
4 任意参加調査 ツバメの巣分布調査 平成 18年 4月上旬～平成 18年 8月 1日 

 
 （２）かんきょう学習セミナー 

 実施内容 実施日 参加者数

1 

自然環境観察員制度について 
ツバメと環境について 
 相模原探鳥会 内田 英樹さん 
ツバメの巣分布調査について 
 自然環境観察員 眞山 正彦さん 

平成 18年 
4月 23日 63人

2 
津久井地域観察会 
 自然環境観察員 小林 義博さん 

平成 18年 
7月 8日 24人

3 

セイタカアワダチソウとススキについて 
 アジア航測（株） 藤本 真宗さん 
調査のしかたについて 
 自然環境観察員 西田 和子さん 
テントウムシと環境について 
アジア航測（株） 藤本 真宗さん 
調査のしかたについて 
 自然環境観察員 西田 和子さん 

平成 18年 
9月 24日 55人

4 
プロジェクトワイルド講習会（公開講習会） 
麻布大学専任講師 村山 史世さん 

平成 18年 
10月 22日 17人

5 
相模原市の山々をハイキングするための講座（公開講座） 
 NPO法人相模湖町山岳協会理事長 大田 顕成さん 

平成 18年 
11月 19日 39人

6 
ヤマビルの生態と防除対策講座（公開講座） 
 ヤマビル研究会 谷 重和さん・石川 恵理子さん 

平成 18年 
11月 19日 30人

7 相模湖地域観察会 
平成 18年 

12月 10日 
（雨天中止） 

―― 

8 

津久井地域の自然環境調査からみた植生等について 
 アジア航測（株） 染矢 貴さん 
平成 18年度調査結果について 
平成 19年度事業計画について 

平成 19年 
2月 4日 39人
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第２章 身近な生きもの調査 
 
 １ 全体テーマ調査 
 
 １．１ 調査区域とテーマの選定 
   
相模原市は、平成１８年３月に津久井町と相模湖町と、平成１９年３月には城山町と藤野町と

合併し、市域の面積は９０．４０ｋ㎡から、約３２９２ｋ㎡に拡大、かつ、丹沢などの山々や相

模湖などの湖沼をもつ市へと変わりました。 
こうしたことから、新たな相模原市総合計画や相模原市環境基本計画の策定作業が進められ、

平成１８年度からは津久井地域の自然環境基礎調査が行われています。 
自然環境観察員制度は、平成１０年度から１２年度までに行われた旧相模原地域の自然環境基

礎調査結果が反映された現在の相模原市環境基本計画に基づき運営していることから、本制度に

おける身近な生きもの調査も、新環境基本計画が策定されるまでは、津久井地域の観察会などの

学習会は実施するものの、自然環境基礎調査情報のある旧相模原地域を中心に実施することにし

ました。 
さて、今回の全体テーマ調査では、従来のとおり、旧相模原市内を５００ｍのメッシュに区分

し、観察員さんごとに担当のメッシュを決め、このメッシュを単位として生きものの調査を行い、

調査結果をとりまとめました。（図１―１・表１―１参照） 
  調査テーマについては、観察員さんのご意見を伺いながら、企画会議で検討し、これまでに調

査を行ってきた指標動植物種の追跡調査を行うこととし、調査対象種については１３年度に調査

をした、次の３テーマを選びました。 
 
    ○ 生育地の環境の変化を捉える「ツバメの巣分布調査」 

○ 生息地の環境の変化を捉える「帰化植物（セイタカアワダチソウ）分布調査」 
○ 生息地の環境の変化を捉える「テントウムシ分布調査」 

 
 
 
  





メッシュ
番号

目印
メッシュ

番号
目印

A04 相原6丁目付近 F13 清新1丁目付近
A05 相原児童館 F14 JR相模原駅
A06 当麻田小学校 F18 上矢部3丁目付近
A07 相原・元橋本町、JR横浜線 F19 淵野辺2丁目相模つばさ幼稚園付近
A08 元橋本町、国道16号 G02 相模川、諏訪森下ポンプ場
A09 橋本5丁目付近 G03 内水面試験場
B05 相原小学校 G04 老人福祉センター渓松園
B06 相原2丁目、星の子保育園 G05 大島1663付近
B07 相原中学校 G06 大沢小
B08 橋本高校 G07 上九沢357付近、九沢小学校
B09 旭小学校 G08 大沢団地
B10 北消防署 G09 下九沢1187付近
B11 東橋本3丁目蓮乗院、宮上児童館 G10 国道129号東プレ付近
B12 東橋本ひまわり保育園 G11 日本電気橋本技術センター、JR相模線
B13 宮下本町3丁目、境川坂本橋 G12 清新6丁目付近
C05 二本松こどもセンター G13 清新小学校
C06 二本松1丁目付近 G14 相模原7丁目付近
C07 西橋本4丁目付近 G15 相模原6丁目付近
C08 西橋本2丁目、橋本公園 G16 矢部1丁目付近、JR横浜線
C09 橋本駅・相原高校西 G17 上矢部住宅、上矢部保育園
C10 橋本駅・相原高校東、ミウィ橋本 G18 麻布大学、淵野辺高校
C11 東橋本1丁目、相模原みどり幼稚園 G19 防衛庁科学研究所
C12 東橋本2丁目付近 G20 淵野辺本町1丁目付近、境川宮前橋
C13 宮下本町3丁目、小山白ゆり幼稚園 H04 相模川
C14 宮下本町2丁目 H05 大島3045付近、榎戸
C15 宮下本町2丁目、境川小山橋 H06 大島1725付近、日々神社裏
D04 下九沢内出緑地、城山町境 H07 営農センター
D05 二本松2丁目、下九沢内出緑地 H08 田名2674付近
D06 橋本台4丁目、能開大学校 H09 下九沢1348付近、九沢橋
D07 橋本台3丁目、峡の原工業団地 H10 下九沢団地
D08 西橋本1丁目付近 H11 南橋本4丁目、昭和電線電纜
D09 国道16号橋本変電所付近 H12 小町通2丁目、清新学校給食センター
D10 大山町、旭中学校東 H13 清新中学校
D11 小山4丁目、小山公園 H14 相模原消防署
D12 宮下1丁目付近 H15 相模原市役所
D13 宮下2丁目付近 H16 矢部2丁目
D14 すすきの町付近 H17 ＪＲ矢部駅
D15 宮下本町1丁目付近 H18 淵野辺総合病院
D16 宮下本町1丁目、中央境川 H19 淵野辺小学校
E02 大島419付近 H20 淵野辺本町2丁目付近
E03 市営上九沢団地 H21 淵野辺本町3丁目付近
E04 大島1377付近、内出交差点 I05 大島2589付近、神沢地区
E05 下九沢内出交差点付近 I06 大島2067付近
E06 下九沢2470付近 I07 田名2431付近、三菱重工業西
E07 相模原北公園、北の丘センター I08 田名3000付近、三菱重工業
E08 北部粗大ごみ受入施設 I09 田名2818付近、葛輪
E09 橋本台1丁目付近 I10 下九沢作の口456付近
E10 国道16号、セントラル自動車南 I11 横山台1丁目付近、横山小学校
E11 小山小・中学校、JR相模線 I12 横山台2丁目付近
E12 小山 I13 相模原高校
E13 向陽町、JR横浜線 I14 農協本店
E17 上矢部1丁目付近 I15 税務署
E18 上矢部2丁目付近、御嶽神社 I16 中央公民館
F02 諏訪森下 I17 国道16号鹿沼台交差点
F03 大島630附近、ビレッジ若あゆ I18 鹿沼公園、市立図書館
F04 上大島1180付近 I19 共和中学校
F05 大島小学校､大蔵寺墓地 I20 青山学院大学
F06 上九沢100付近 I21 淵野辺本町4丁目付近
F07 下九沢1850付近、六地蔵交差点 J05 相模川
F08 上中の原団地 J06 古清水自治会館、清岩寺
F09 下九沢1673付近 J07 田名2286付近、三菱重工業南
F10 南橋本3丁目柴胡が原霊園 J08 田名3000付近、三菱重工業
F11 JR南橋本駅 J10 上溝4069付近、四ッ谷
F12 清新4丁目付近、国道16号 J11 上溝1丁目横山丘陵緑地（蛯沢地区）
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表1-1　メッシュ一覧



メッシュ
番号

目印
メッシュ

番号
目印

J12 横山台2丁目横山丘陵緑地（日金沢上地区） M23 西大沼1丁目付近
J13 横山公園、さがみはらグリーンプール M24 市営斎場、東清掃事業所
J14 星が丘1丁目付近 M25 鵜野森１丁目、グリーンハイツ
J15 千代田5丁目付近 N06 相模川小沢頭首工
J16 千代田7丁目付近 N07 水郷田名
J17 相生3丁目付近 N08 田名半在家・陽原
J18 国道16号高根淵野辺十字路付近 N09 相模原田名団地
J19 国道16号共和4丁目付近 N10 田名7675付近
J20 共和2丁目付近 N11 田名7621付近
J21 ＪＲ横浜線東渕野辺1丁目付近 N12 国道129号上溝2283付近
J22 東渕野辺2丁目付近 N13 ＪＲ番田駅、けやきの子幼稚園
K06 田名1605付近 N14 上溝612付近
K07 田名2077付近 N15 虹吹清泉の郷
K08 田名3317付近 N16 緑が丘分署
K09 田名3871付近 N17 相模原浄水場
K10 国道129号上溝3955付近 N21 大野台8丁目、木もれびの森
K11 上溝3丁目、鳩川幼稚園 N22 大野台中学校
K12 上溝5丁目、上溝中央 N23 東大沼2丁目、市慰霊塔
K13 ＪＲ上溝駅、上溝中学校 N24 若松1丁目付近、相模原南警察
K14 星が丘公民館 N25 鵜野森中学校
K15 ＯＫストア N26 鵜野森団地、境川森野橋
K16 並木小学校 O07 相模川高田橋
K17 弥栄小・中学校 O08 相模川、望地弁天キャンプ場
K18 市立博物館、国民生活センター O09 田名8577付近
K19 由野台2丁目付近 O10 田名9659付近
K20 国道16号共和交差点付近 O11 田名9333付近
K21 国道16号嶽の内入口付近 O12 田名9930付近、テクノパル田名工業団地
K22 東淵野辺4丁目、ＪＲ横浜線 O13 上溝南高
K23 ＪＲ古淵駅北側、古淵1丁目 O14 上溝1017付近
L06 田名1384付近、相模川 O15 下溝70付近
L07 田名1864付近、堀の内 O16 下溝古山公園スポーツ広場
L08 田名四ッ谷、田名北小学校 O17 神奈川中央交通麻溝操車場
L09 田名4137付近 O18 北里大学
L10 田名4187付近 O19 麻溝台高校
L11 上溝2513付近、上溝・石橋ふれあいの森 O20 北里2丁目、相模原ゴルフクラブ
L12 上溝元町 O21 西大沼4丁目、木もれびの森
L13 上溝3101付近 O22 西大沼3丁目付近
L14 陽光台小学校 O23 大沼小学校
L15 陽光台保育園、陽光園 O24 若松3丁目
L16 上溝保育園 O25 若松小学校
L17 青葉児童館、淵野辺公園西 O26 鵜野森3丁目付近
L18 淵野辺公園、松が丘1丁目 O27 上鶴間本町2丁目、小田急線
L19 大野台3丁目付近 P09 田名望地
L20 大野台1丁目付近 P10 リバーサイド田名ホーム
L21 大野台2丁目付近、大野文化幼稚園 P11 田名塩田、カインズホーム
L22 国道16号老人ホーム入口 P12 テクノパイル田名工業団地
L23 ＪＲ古淵駅南、イトーヨーカドー P13 上溝100付近
L24 ＪＲ横浜線古淵4丁目付近 P14 当麻994付近
M06 田名幼稚園、宗祐寺 P15 下溝300付近、上中丸緑地
M07 田名堀の内、相模川ふれあい科学館 P16 下溝316付近
M08 田名小・中学校 P17 相模原沈殿池
M09 田名5306付近 P18 麻溝台1丁目1番付近
M10 相模田名高校 P19 日産自動車相模原部品センター
M11 田名7167付近 P20 北里大学東病院
M12 上溝南中学校 P21 南部粗大ごみ受入施設、木もれびの森
M13 南上溝保育園、亀ヶ池八幡宮 P22 西大沼5丁目
M14 上溝1498付近、道保川公園西 P23 若松6丁目、誠心第一幼稚園
M15 道保川公園、陽光台公民館 P24 神奈川総合産業高校
M16 緑が丘1丁目付近 P25 相模女子大学、相模大野高校
M17 緑が丘２丁目公園 P26 相模大野中央公園、国道16号
M18 青葉3丁目付近 P27 小田急線行幸道路交差付近
M20 大野台2丁目、ゲイマーぶどう園 P28 谷口小学校
M21 大野台5丁目、木もれびの森 Q10 相模川
M22 大野台小学校 Q11 田名病院
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メッシュ
番号

目印
メッシュ

番号
目印

Q12 田名塩田3丁目付近 T25 東林3丁目付近
Q13 当麻天満宮、夢の丘小学校 T26 東林出張所・公民館
Q14 光明学園相模原高校、相模原養護学校 T27 上鶴間7丁目付近
Q15 ＪＲ原当麻駅北側 T28 上鶴間中学校
Q16 下溝455付近 T29 くぬぎ台保育園
Q17 県立相模原公園 U16 三段の滝下広場
Q18 県立相模原公園 U17 相陽中学校、誠心相陽幼稚園
Q19 麻溝台工業団地、ＫＹＢ U18 勝坂遺跡公園スポーツ広場
Q20 麻溝台2丁目、ニコン U19 新磯野、相武台中学校北
Q21 麻溝台中学校 U20 相武台分署
Q22 双葉小学校 U21 相武台団地
Q23 御園1丁目付近 U22 相模台3・4丁目
Q24 谷口台小学校 U23 相模台2丁目、（座間市相模が丘）
Q25 南合同庁舎 U24 小田急相模原駅、相南4丁目
Q26 小田急相模大野駅 U25 相南2丁目付近
Q27 相模大野7丁目、国道16号 U26 東林分署
Q28 上鶴間本町6丁目付近 U27 東林間8丁目付近
Q29 上鶴間本町8丁目付近 V16 磯部頭首工
R12 相模川、相模原ポンプ場 V17 勝坂遺跡
R13 如来堂 V18 磯部2114付近
R14 当麻708付近、水田 V20 相武台グリーンパーク
R15 麻溝小学校 V21 相武台小学校
R16 下溝922付近、天応院 V22 行幸道路、村富線交差付近
R17 麻溝公園スポーツ広場 W16 磯部932付近
R18 相模原麻溝公園 W17 新磯小学校、新磯保育園
R19 麻溝台3055付近 W18 磯部2000付近
R20 麻溝台7丁目付近 W20 新磯野3丁目付近
R21 麻溝台5丁目付近 W21 相武台3丁目付近
R22 御園4丁目付近 X15 相模川
R23 御園2丁目付近、上鶴間（米軍住宅地） X16 新戸、水田
R24 豊町付近、上鶴間（米軍住宅地） X17 新戸2571付近
R25 県高相合同庁舎 X18 新磯高校
R26 相模大野9丁目付近、小田急江ノ島線 X20 キャンプ座間No4ゲート
R27 上鶴間分署 X21 相武台1丁目付近
R28 国道16号、上鶴間公民館 Y15 新戸スポーツ広場北側
R29 上鶴間本町7丁目付近 Y16 新戸653付近
R30 上鶴間本町8丁目付近、境川鶴金橋 Y17 ＪＲ相武台下駅北側
S13 昭和橋上流河川敷 Z16 ＪＲ相武台下駅西側地域、水田
S14 当麻2420付近 Z17 ＪＲ相武台下駅南側
S15 当麻1654付近、水田
S16 下溝1192付近
S17 相陽台ホーム
S18 廃棄物処分場
S19 麻溝台3655付近
S20 相模台7丁目付近
S21 相模台中学校、国立相模原病院
S22 相模台小学校
S23 南台4丁目、上鶴間（米軍住宅）
S24 南台4丁目付近
S25 東林間2丁目付近、鶴の台小学校
S26 東林間4丁目付近
S27 くぬぎ台小学校
S28 上鶴間2丁目付近
S29 上鶴間本町9丁目
T15 相模川
T16 ＪＲ下溝駅
T17 下溝2661付近
T18 峰山霊園
T19 新磯野
T20 若草中学校
T21 相模台団地
T22 相模台出張所・公民館
T23 南台5丁目付近
T24 南台3丁目、松が枝町、小田急線

7
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１．２ ツバメの巣分布調査 
 
  自然環境観察員制度では、これまでにさまざまな指標動植物種の分布調査をしてきました。 
今回は、平成１３年度に調査をしたツバメの巣の分布について、旧相模原市地域を対象に追跡

調査を実施しました。 
 
（１）調査期間 
   平成１８年４月３０日～７月６日（設定期間５月７日～６月３０日） 
 
（２）調査方法 
   担当メッシュ内を歩き、商店街、人家、駅、歩道橋の下など、ツバメの巣のありそうな場所

を探していただきました。見つけた巣については、ツバメの種類や巣があった建物の種類、素

材、高さ、場所などを記録し、確認地点を地図に記入していただきました。 

 
（３）調査結果 
  今回は、ツバメの巣の確認状況、ツバメの巣がある建物の種類、建物の高さ、建物素材、巣

の場所、巣の高さについて、平成１３年度の調査と比較して報告します。 

  ① ツバメの巣の確認状況 

表２-１ ツバメの巣の確認状況      （単位；メッシュ数） 

調査年度 巣あり 巣なし 未調査 合 計 

Ｈ１３ 171 129 59 ３５９ 

Ｈ１８ 163 182 14 ３５９ 

増 減 ▲8 53 ▲45 － 

※市内の総メッシュ数は４１７ですが、調査除外メッシュ５８があるため調査対象メッシュ

は３５９です。 
   ※平成１３年度の合計メッシュは４２０メッシュですが、ここでは、１８年度調査対象メッ

シュに対応する３５９メッシュを抽出して比較しています。 
※巣あり／巣なしのメュシュ数には担当メッシュ以外に行った任意調査の結果を含めてい

ます。 
 
 

図２-１                   図２-２ 

 

 

 

 

 

 

 
 
 

注）合計メッシュから未調査メッシュを除いた割合です。 

Ｈ13　ツバメの巣の確認状況

巣あり
57%

巣なし
43%

Ｈ18　ツバメの巣の確認状況

巣なし
53%

巣あり
47%
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② 周辺環境 
      
 表２-２ ツバメの巣がある建物の種類                 （単位：箇所数） 

 調査 

年度 

等 

一
軒
家 

学
校 

商
店 

ガソリン

スタンド

マンション

・ 
ビル 

橋
・
歩
道
橋 

駅 
岩
場
・
崖 

工
場 

そ
の
他 

合
計 

Ｈ13 371 5 40 4 35 0 0 0 12 53 520

割合 71.3% 1.0% 7.7% 0.8% 6.7% 0% 0% 0% 2.3% 10.2% 100%

Ｈ18 264 12 30 4 30 0 0 0 3 22 365

割合 72.3％ 3.3％ 8.2％ 1.1％ 8.2％ 0％ 0％ 0％ 0.8％ 6.1％ 100％

ツ
バ
メ 

増減 1.0％ 2.3％ 0.5％ 0.3％ 1.5％ 0％ 0％ 0％ ▲1.5％ ▲4.1％ -

Ｈ13 2 0 1 0 1 0 0 0 0 3 7

割合 28.6% 0% 14.3% 0% 14.3% 0% 0% 0% 0% 42.8% 100%

Ｈ18 1 0 0 0 0 0 0 0 0 0 1

割合 100％ 0％ 0％ 0％ 0％ 0％ 0％ 0％ 0％ 0％ 100％

コ
シ
ア
カ
ツ
バ
メ 

増減 71.4％ 0％ ▲14.3％ 0％ ▲14.3％ 0％ 0％ 0％ 0％ ▲42.8％ -

Ｈ13 7 12 0 0 1 0 0 0 2 18 40

割合 17.5% 30.0% 0% 0% 2.5% 0% 0% 0% 5.0% 45.0% 100%

Ｈ18 2 5 1 0 2 1 2 0 1 2 16

割合 12.5％ 31.1％ 6.3％ 0％ 12.5％ 6.3％ 12.5％ 0％ 6.3％ 12.5％ 100％

イ
ワ
ツ
バ
メ 

増減 ▲5.0％ 1.1％ 6.3％ 0％ 10.0％ 6.3％ 12.5％ 0％ 1.3％ ▲32.5％ -

Ｈ13 0 1 2 0 0 0 0 0 0 3 6

割合 0% 16.7% 33.3% 0% 0% 0% 0% 0% 0% 50.0% 100%

Ｈ18 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

割合 0％ 0％ 0％ 0％ 0％ 0％ 0％ 0％ 0％ 0％ 0％

ヒ
メ
ア
マ
ツ
バ
メ 

増減 0％ ▲16.7％ ▲33.3％ 0％ 0％ 0％ 0％ 0％ 0％ ▲50.0％ -

Ｈ13 31 1 3 0 7 0 0 0 2 7 51

割合 60.8% 2.0% 5.9% 0% 13.7% 0% 0% 0% 3.9% 13.7% 100%

Ｈ18 5 1 0 0 1 0 0 0 0 1 8

割合 62.5％ 12.5％ 0％ 0％ 12.5％ 0％ 0％ 0％ 0％ 12.5％ 100％

そ
の
他 

増減 1.7％ 10.5％ ▲5.9％ 0％ ▲1.2％ 0％ 0％ 0％ ▲3.9％ ▲1.2％ -

Ｈ13 411 19 46 4 44 0 0 0 16 84 624

割合 65.9% 3.0% 7.4% 0.6% 7.1% 0% 0% 0% 2.6% 13.4% 100%

Ｈ18 272 18 31 4 33 1 2 0 4 25 390

割合 69.7％ 4.6％ 8.0％ 1.0％ 8.5％ 0.3％ 0.5％ 0％ 1.0％ 6.4％ 100％

合
計 

増減 3.8％ 1.6％ 0.6％ 0.4％ 1.6％ 0.3％ 0.5％ 0％ ▲1.6％ ▲7.0％ -

   ※報告書が未記入の分は「その他」に含む。 
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 表２-３ ツバメの巣がある建物の高さ                 （単位：箇所数） 
 調査 

年度 

等 

1階 2階 3階以上 その他 合計 

Ｈ13 189 284 28 20 521

割合 36.3% 54.5% 5.4% 3.8% 100%

Ｈ18 96 232 28 9 365

割合 26.3％ 63.6％ 7.7％ 2.4％ 100％

ツバメ 

増減 ▲10.0％ 9.1％ 2.3％ ▲1.4％ -

Ｈ13 1 1 4 1 7

割合 14.3% 14.3% 57.1% 14.3% 100%

Ｈ18 0 1 0 0 1

割合 0％ 100％ 0％ 0％ 100％

コシアカ 

ツバメ 

増減 ▲14.3％ 85.7％ ▲57.1％ ▲14.3％ -

Ｈ13 8 9 22 2 41

割合 19.5% 22.0% 53.7% 4.8% 100%

Ｈ18 5 6 4 1 16

割合 31.3％ 37.4％ 25.0％ 6.3％ 100％

イワ 

ツバメ 

増減 11.8％ 15.4％ ▲28.7％ 1.5％ -

Ｈ13 1 2 2 1 6

割合 16.7% 33.3% 33.3% 16.7% 100%

Ｈ18 0 0 0 0 0

割合 0％ 0％ 0％ 0％ 0％

ヒメアマ 

ツバメ 

増減 ▲16.7％ ▲33.3％ ▲33.3％ ▲16.7％ -

Ｈ13 25 17 6 4 52

割合 48.1% 32.7% 11.5% 7.7% 100%

Ｈ18 3 4 1 0 8

割合 37.5％ 50.0％ 12.5％ 0％ 100％

その他 

増減 ▲10.6％ 17.3％ 1.0％ ▲7.7％ -

Ｈ13 224 313 62 28 627

割合 35.7% 49.9% 9.9% 4.5% 100%

Ｈ18 104 243 33 10 390

割合 26.7％ 62.3％ 8.5％ 2.5％ 100％

合計 

増減 ▲9.0％ 12.4％ ▲1.4％ ▲2.0％ -
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表２-４ ツバメの巣がある建物の素材                 （単位：箇所数） 
 調査 

年度 

等 

木造 コンクリート 鉄 その他 合計 

Ｈ13 304 148 8 60 520

割合 58.5% 28.5% 1.5% 11.5% 100%

Ｈ18 233 107 10 15 365

割合 63.8％ 29.3％ 2.7％ 4.2％ 100％

ツバメ 

増減 5.3％ 0.8％ 1.2％ ▲7.3％ -

Ｈ13 0 2 0 1 3

割合 0% 66.7% 0% 33.3% 100%

Ｈ18 1 0 0 0 1

割合 100％ 0％ 0％ 0％ 100％

コシアカ 

ツバメ 

増減 100％ ▲66.7％ 0％ ▲33.3％ -

Ｈ13 9 32 1 2 44

割合 20.5% 72.7% 2.3% 4.5% 100%

Ｈ18 2 13 1 0 16

割合 12.5％ 81.2％ 6.3％ 0％ 100％

イワ 

ツバメ 

増減 ▲8.0％ 8.5％ 4.0％ ▲4.5％ -

Ｈ13 0 5 0 1 6

割合 0% 83.3% 0% 16.7% 100%

Ｈ18 0 0 0 0 0

割合 0％ 0％ 0％ 0％ 0％

ヒメアマ 

ツバメ 

増減 0％ ▲83.3％ 0％ ▲16.7％ -

Ｈ13 26 23 0 2 51

割合 51.0% 45.1% 0% 3.9% 100%

Ｈ18 4 2 1 1 8

割合 50.0％ 25.0％ 12.5％ 12.5％ 100％

その他 

増減 ▲1.0％ ▲20.1％ 12.5％ 8.6％ -

Ｈ13 339 210 9 66 624

割合 54.3% 33.7% 1.4% 10.6% 100%

Ｈ18 240 122 12 16 390

割合 61.5％ 31.3％ 3.1％ 4.1％ 100％

合計 

増減 7.2％ ▲2.4％ 1.7％ ▲6.5％ -
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表２-５ ツバメの巣がある場所                    （単位：箇所数） 
 調査 

年度 

等 

軒下 外壁 室内 その他 合計 

Ｈ13 413 55 19 33 520

割合 79.4% 10.6% 3.7% 6.3% 100%

Ｈ18 308 34 12 11 365

割合 84.4％ 9.3％ 3.3％ 3.0％ 100％

ツバメ 

増減 5.0％ ▲1.3％ ▲0.4％ ▲3.3％ -

Ｈ13 4 0 0 3 7

割合 57.1% 0% 0% 42.9% 100%

Ｈ18 1 0 0 0 1

割合 100％ 0％ 0％ 0％ 100％

コシアカ 

ツバメ 

増減 42.9％ 0％ 0％ ▲42.9％ -

Ｈ13 29 1 2 8 40

割合 72.5% 2.5% 5.0% 20.0% 100%

Ｈ18 4 10 0 2 16

割合 25.0％ 62.5％ 0％ 12.5％ 100％

イワ 

ツバメ 

増減 ▲47.5％ 60.0％ ▲5.0％ ▲7.5％ -

Ｈ13 3 1 0 2 6

割合 50.0% 16.7% 0% 33.3% 100%

Ｈ18 0 0 0 0 0

割合 0％ 0％ 0％ 0％ 0％

ヒメアマ 

ツバメ 

増減 ▲50.0％ ▲16.7％ 0％ ▲33.3％ -

Ｈ13 39 7 0 5 51

割合 76.5% 13.7% 0% 9.8% 100%

Ｈ18 5 2 1 0 8

割合 62.5％ 25.0％ 12.5％ 0％ 100％

その他 

増減 ▲14.0％ 11.3％ 12.5％ ▲9.8％ -

Ｈ13 488 64 21 51 624

割合 78.2% 10.3% 3.4% 8.1% 100%

Ｈ18 318 46 13 13 390

割合 81.6％ 11.8％ 3.3％ 3.3％ 100％

合計 

増減 3.4％ 1.5％ ▲0.1％ ▲4.8％ -
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表２-６ ツバメの巣の高さ                          （単位：箇所数） 
 調査 

年度 

等 

１ｍ 

未満 

１ ～ ２

ｍ未満 

２ ～ ３

ｍ未満 

３～４ 

ｍ未満 

４ ～ ５

ｍ未満 

５ ～ ６

ｍ未満

６ ～ ７

ｍ未満

７ ～８

ｍ未満

８ ～ ９

ｍ未満 

９ ～ 10

ｍ未満 

１０ 

ｍ以上 
その他 合計 

Ｈ13 3 3 254 147 35 27 26 12 3 0 1 9 520

割合 0.6% 0.6% 48.8% 28.3% 6.7% 5.2% 5.0% 2.3% 0.6% 0% 0.2% 1.7% 100%

Ｈ18 0 3 184 84 32 30 11 5 3 0 6 7 365

割合 0％ 0.8％ 50.4％ 23.0％ 8.8％ 8.2％ 3.0％ 1.4％ 0.8％ 0％ 1.7％ 1.9％ 100％

ツ
バ
メ 

増減 ▲0.6％ 0.2％ 1.6％ ▲5.3％ 2.1％ 3.0％ ▲2.0％ ▲0.9％ 0.2％ 0％ 1.5％ 0.2％ -

Ｈ13 0 0 0 3 0 2 0 0 0 0 1 1 7

割合 0% 0% 0% 42.9% 0% 28.6% 0% 0% 0% 0% 14.3% 14.2% 100%

Ｈ18 0 0 1 0 0 0 0 0 0 0 0 0 1

割合 0％ 0％ 100％ 0％ 0％ 0％ 0％ 0％ 0％ 0％ 0％ 0％ 100％

コ
シ
ア
カ
ツ
バ
メ 

増減 0％ 0％ 皆増 皆減 0％ 皆減 0％ 0％ 0％ 0％ 皆減 皆減 -

Ｈ13 1 0 5 8 3 8 4 1 1 3 2 4 40

割合 2.5% 0% 12.5% 20.0% 7.5% 20.0% 10.0% 2.5% 2.5% 7.5% 5.0% 10.0% 100%

Ｈ18 0 0 4 1 2 4 0 0 0 0 5 0 16

割合 0％ 0％ 25.0％ 6.3％ 12.5％ 25.0％ 0％ 0％ 0％ 0％ 31.2％ 0％ 100％

イ
ワ
ツ
バ
メ 

増減 皆減 0％ 12.5％ ▲13.7％ 5.0％ 5.0％ 皆減 皆減 皆減 皆減 26.2％ 皆減 -

Ｈ13 0 0 2 1 0 1 0 0 0 0 1 1 6

割合 0% 0% 33.3% 16.7% 0% 16.7% 0% 0% 0% 0% 16.7% 16.6% 100%

Ｈ18 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

割合 0％ 0％ 0％ 0％ 0％ 0％ 0％ 0％ 0％ 0％ 0％ 0％ 0％

ヒ
メ
ア
マ
ツ
バ
メ 

増減 0％ 0％ 皆減 皆減 0％ 皆減 0％ 0％ 0％ 0％ 皆減 皆減 -

Ｈ13 0 0 12 25 3 6 3 0 0 0 0 2 51

割合 0% 0% 23.5% 49.0% 5.9% 11.8% 5.9% 0% 0% 0% 0% 3.9% 100%

Ｈ18 0 0 4 2 0 0 1 0 0 1 0 0 8

割合 0％ 0％ 50.0％ 25.0％ 0％ 0％ 12.5％ 0％ 0％ 12.5％ 0％ 0％ 100％

そ
の
他 

増減 0％ 0％ 26.5％ ▲24.0％ 皆減 皆減 6.6％ 0％ 0％ 皆増 0％ 皆減 -

Ｈ13 4 3 273 184 41 44 33 13 4 3 5 17 624

割合 0.6% 0.5% 43.8% 29.5% 6.6% 7.1% 5.3% 2.1% 0.6% 0.5% 0.8% 2.6% 100%

Ｈ18 0 3 193 87 34 34 12 5 3 1 11 7 390

割合 0％ 0.8％ 49.5％ 22.3％ 8.8％ 8.8％ 3.1％ 1.3％ 0.8％ 0.3％ 2.8％ 1.5％ 100％

合
計 

増減 皆減 0.3％ 5.7％ ▲7.2％ 2.2％ 1.7％ ▲2.2％ ▲0.8％ 0.2％ ▲0.2％ 2.0％ ▲1.1％ -
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図２-３                   図２-４ 

 
 
 
 
 
図２-５                   図２-６ 
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図２-７ 

Ｈ18　ツバメの巣の高さ
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（４）まとめ 
今回のツバメの巣の確認状況については、表２－１のとおり、巣ありのメッシュが１７１メッ

シュ（H１３）から 8メッシュ減少し１６3メッシュ（H１８）でした。全体の３５９メッシュ

から未調査メッシュを除く状況をみると、巣が確認されたメッシュの割合は約５７％（H１３）

から約１０％減少し、約４7％（H１８）でした。（図２－１、２－２） 

また、ツバメの巣の確認数も、６２４件（H１３）から４割程度も減少し３９０件（H１８）

でした。 

旧相模原市域の調査対象メッシュを台地部（上段と中段）、斜面部、低地部等に分類し、比較し

てみると、大部分が市街地である台地部での減少が顕著でした。都市化が進み、エサとなる昆虫

や巣材となる泥の入手が難しくなったことがあげられます。さらに橋本から相模大野に至る上段

の市街地と中段の台地部とで分けて比較してみたところ、中段の台地部には農地や丘陵地等があ

り、エサや泥が容易に入手でき、生息しやすい環境があるものと想像していましたが、確認メッ

シュ数がかなり減少していました。 

このことからは、カラスの存在や巣から落ちる糞が嫌われて営巣を歓迎しない人の影響なども

あるのではないかと推察され、身近な生きものであるツバメ類は今後も減少していくことが危惧

されます。 

調査したツバメ類のうち、ツバメの巣は約７２％が一軒家に営巣していましたが、やはり市街

地での減少が顕著で、５２０件（H１３）あった確認報告が、約３割減って３６５件（H１８）

となりました。 

高層建築物や橋などへの営巣を足がかりに分布を広げてきたイワツバメの巣は、４０件（H１

３）から１６件（H１８）に減少しました。営巣の場所は前回と同様、主に学校で確認されてい

ます。 
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ツバメの巣がある建物の種類や建物の高さ、建物の素材、巣がある場所や巣の高さについては、

それぞれ表２－２から表２－６に集計結果がありますが、一軒家（木造）の軒下に営巣される割

合が高いということが分かります。この結果は、平成１３年度の調査結果と比べてもほぼ同じよ

うな結果となりました。 

都市化が進み、住宅地が増えるという点では、人間を盾にした巣の防御が容易になることから、

人とツバメ類が共存できるのでは？と思いますが、都市化の進行によって、エサとなる昆虫や巣

材となる泥の入手が困難になっていること、都市部でのカラスの増加などによる生態系の変化の

ほか、長年にわたって、農業害虫を食べる益鳥というイメージから、人との間によい関係を作っ

てきたツバメ類に対して、ヒナが落とす糞を嫌ってツバメの営巣を歓迎しない傾向があることも、

ツバメの巣の減少原因として考えなくてはならない結果となりました。 

都市化によってツバメ類の減少が予想されるという状況は、今回の調査結果から分かるように

相模原市においても同様であったと考えます。 

  なお、ツバメとコシアカツバメは２００６年版神奈川県レッドデータブック※1 に「減少種」

※2としてランクされました。 

 

 

************************************************************************************** 

 ※1 レッドデータブックとは、絶滅のおそれのある生物種の中をとりあげ、自然の保護における優先順位

を決定する手助けとなる種の分布や生息状況などの情報をまとめた本で、IUCN（国際自然保護連合）が

1966年に初めて作成しました。日本においても、環境省や水産庁がレッドデータブックを発行しており、

各都道府県や学会においても独自のレッドデータブックが作成されています。 

神奈川県においても、1995年に神奈川県立生命の星・地球博物館により「神奈川県レッドデータ生物

調査報告書」が作成され、これらの情報を基に神奈川県レッドデータブックが作成されています。 

 ※2 減少種とは、過去と比較すると分布域は減少しているが、当面は県内において生存が可能であると考

えられる種。 
 ************************************************************************************** 
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１．３ 帰化植物（セイタカアワダチソウ）分布調査 
 
  自然環境観察員制度では、これまでにさまざまな帰化植物の分布調査をしてきました。 
今回は、平成１３年度に調査をしたセイタカアワダチソウの分布について、旧相模原市地域を

対象に追跡調査を実施しました。 
 
（１）調査期間 
   平成１８年９月３０日～１１月１９日（設定期間１０月１日～１０月３１日） 
 
（２）調査方法 
   担当メッシュ内を歩き、空き地（駐車場）、道路や線路沿いなど、セイタカアワダチソウとス

スキが生えていそうな場所を探していただきました。見つけたセイタカアワダチソウとススキ

（オギを除く）については、生育地の環境や生育規模などを記録し、確認地点を地図に記入し

ていただきました。 

 
（３）調査結果 
  今回は、セイタカアワダチソウとススキの確認状況、生育地の周辺環境、生育規模について、

平成１３年度の調査と比較して報告します。 

  ① セイタカアワダチソウとススキの確認状況 

表３-１ セイタカアワダチソウとススキの確認状況         （単位；メッシュ数） 

調査年度 

セイタカアワ

ダチソウのみ

を確認したメ

ッシュ 

セイタカアワ

ダチソウとス

スキを確認し

たメッシュ 

ススキのみを

確認したメッ

シュ 

セイタカアワ

ダチソウもス

スキも確認な

しのメッシュ

未調査メッシ

ュ 
合 計

Ｈ１３ ３１ １９１ ２２ ２４ ９１ ３５９

Ｈ１８ ５７ ２５６ ５ １９ ２２ ３５９

増 減 ２６ ６５ ▲１７ ▲５    ▲６９ － 

※市内の総メッシュ数は４１７ですが、調査除外メッシュ５８があるため調査対象メッシュ

は３５９です 
   ※平成１３年度の合計メッシュは４２０メッシュですが、ここでは、１８年度調査対象メッ

シュに対応する３５９メッシュを抽出して比較しています。 

 図３-１                   図３-２ 

 

 

 

 

 

 

 

 

注）合計メッシュから未調査メッシュを除いた割合です。 
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  ② 周辺環境 
      
表３-２ 生育地の周辺環境                         （単位：箇所数） 

項 目 

 

確認状況 

調査 

年度等 

駐車場 

(空き地) 

線路 

沿い 

道路 

沿い 
公園 林縁 

河原 

(水路) 

沿い 

その他 合計 

Ｈ13 253 17 144 4 18 72 149 657

割合 38.5％ 2.6％ 21.9％ 0.6％ 2.7％ 11.0％ 22.7％ 100％

Ｈ18 392 58 296 23 33 74 356 1,232

割合 31.8％ 4.7％ 24.0％ 1.9％ 2.7％ 6.0％ 28.9％ 100％

ｾｲﾀｶ 
ｱﾜﾀﾞﾁｿｳ 
のみ 

増減 ▲6.7％ 2.1％ 2.1％ 1.3％ 0％ ▲5.0％ 6.2％ － 

Ｈ13 100 17 39 2 3 45 74 280

割合 35.7％ 6.1％ 13.9％ 0.7％ 1.1％ 16.1％ 26.4％ 100％

Ｈ18 79 23 51 3 12 54 103 325

割合 24.3％ 7.1％ 15.7％ 0.9％ 3.7％ 16.6％ 31.7％ 100％

混 生 

増減 ▲11.4％ 1.0％ 1.8％ 0.2％ 2.6％ 0.5％ 5.3％ － 

Ｈ13 120 30 107 5 17 69 125 473

割合 25.4％ 6.3％ 22.6％ 1.1％ 3.6％ 14.6％ 26.4％ 100％

Ｈ18 113 41 151 21 9 45 144 524

割合 21.6％ 7.8％ 28.8％ 4.0％ 1.7％ 8.6％ 27.5％ 100％

ススキのみ 

増減 ▲3.8％ 1.5％ 6.2％ 2.9％ ▲1.9％ ▲6.0％ 1.1％ － 

   ※報告書が未記入の分は「その他」に含む。 
 
 
 ③ 生育規模 

 
表３-３ 生育規模                             （単位：箇所数） 

項 目 

 

確認状況 

調査 

年度等 

数本 

(10本程度) 

およそ 

100㎡未満 

およそ 

100㎡以上 
不 明 合 計 

Ｈ13 364 226 49 18 657

割合 55.4％ 34.4％ 7.5％ 2.7％ 100％

Ｈ18 656 401 159 16 1,232

割合 53.3％ 32.6％ 12.9％ 1.2％ 100％

ｾｲﾀｶ 
ｱﾜﾀﾞﾁｿｳ 
のみ 

増減 ▲2.1％ ▲1.8％ 5.4％ ▲1.5％ － 

Ｈ13 58 124 81 17 280

割合 20.7％ 44.3％ 28.9％ 6.1％ 100％

Ｈ18 78 118 123 6 325

割合 24.0％ 36.3％ 37.9％ 1.8％ 100％

混 生 

増減 3.3％    ▲8.0％ 9.0％ ▲4.3％ － 

Ｈ13 259 167 39 8 473

割合 54.8％ 35.3％ 8.2％ 1.7％ 100％

Ｈ18 313 156 47 8 524

割合 59.8％ 29.8％ 9.0％ 1.４％ 100％

ススキのみ 

増減 5.0％ ▲5.5％ 0.8％ ▲0.3％ － 
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Ｈ18　セイタカアワダチソウ・ススキの生育地の環境
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Ｈ18　セイタカアワダチソウ・ススキの生育規模

0

200

400

600

800

1,000

1,200

数本（10本程度） およそ100㎡未満 およそ100㎡以上 不明

セイタカアワダチソウ 混生 ススキ

図３-３                   図３-４ 

 

（４）まとめ 
   自然環境観察員制度でのセイタカアワダチソウとススキの調査は１３年度に実施して以来５

年ぶり２回目。ベテラン観察員さんが増えたせいもありますが、まとめに反映した報告数は２,
０８１件（前回比＋６７１件）にも達し、身近な自然をみつめる目や関心が広がっていること

が伺えます。 
 
   全体的な結果は、前回の調査と同様、調査したほとんどのメッシュで、セイタカアワダチソ

ウ（調査対象メッシュの約８７％）とススキ（調査対象メッシュの約７３％）が生育していま

した。 
   全体の３５９メッシュから未調査メッシュを除く確認状況をみると、セイタカアワダチソウ

のみが確認されたメッシュの割合は１１．６％（Ｈ１３）から１６．９％（Ｈ１８）に増加し

ているのに対して、ススキのみが確認されたメッシュの割合は８．２％（Ｈ１３）から１．５％

（Ｈ１８）に減少しています。また、混生メッシュの割合は７１．３％（Ｈ１３）から７６％

（Ｈ１８）に増加していました。 
生育地の周辺環境としては、駐車場（空き地）、その他（民家、畑、事業所等）、道路沿いや

川沿いで多く確認されました。一方、草刈などの影響を受ける公園や林縁での確認は少ない結

果となりました。前回の調査と比較すると、駐車場（空き地）での確認の割合が大きく減少し、

道路沿い、その他（民家、畑、事業所等）等で割合が増加していました。 
   生育規模では、数本で生育する個所が多く、群落面積１００㎡以上の規模では、畑、休耕田、

空き地、相模川や境川などの河川敷に多い結果となりました。前回の調査と比較すると１００

㎡未満の規模の割合が減少し、１００㎡以上の規模の割合が増加しています。また、分布も前

回と同じような結果となりましたが、大島地区の１００㎡以上の規模の確認メッシュが若干の

増加を示していました。 
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 （調査対象種別） 
セイタカアワダチソウは自身の成育環境を守るため、他の植物の発芽を抑えるアレロパシー

物質を根から分泌し他の植物が育ちにくくしますが、アレロパシー物質はセイタカアワダチソ

ウ自身の発芽も抑えてしまい、何年も同じ場所に生育していると、地中に溜まったアレロパシ

ー物質により自家中毒を起こし自滅していき、そこへ、眠っていたススキなどの他の植物が発

芽していくといわれています。 
調査対象種の状況は次のとおりです。 

 
○セイタカアワダチソウ 

   ほぼ全域で広く分布し、１,５５７件の確認報告がありました。セイタカアワダチソウのみの
確認状況からは、生育規模の報告では数本の規模が６５６件と多いのですが、前回の調査と比

較すると、数本と群落規模１００㎡未満の割合が減少し、群落規模１００㎡以上の占める割合

が５.４％上昇しています。 
生育地の周辺環境別では、駐車場（空き地）、道路沿い、その他（民家、畑、事業所等）での

確認報告数が多く、前回の調査と比較すると駐車場（空き地）と河原（水路）沿いの割合が減

少し、民家、畑（休耕田）などの割合が上昇しています。 
以上のことから、相模原市においては、まだまだセイタカアワダチソウが生育しやすい環境

があるものと推察されます。 
   
  ○混生 
   調査対象メッシュの約７１％で確認され、前回の調査と同様に、相模原市においてはセイタ

カアワダチソウとススキの混生がよくみられる風景であることがわかりました。 
生育規模の報告では、セイタカアワダチソウのみ、ススキのみのそれぞれの確認状況と異な

り、群落面積１００㎡以上で確認された件数が多く、割合も高い結果となりました。 
また、前回の調査と比較すると、群落規模１００㎡未満が減少し、群落規模１００㎡以上が

増加していました。生育地の周辺環境別では、駐車場（空き地）での割合が大きく減少し、生

育規模の結果とあわせて推察すると、長い期間、管理や活用されていない群落規模１００㎡以

上の土地がある様子や雑草の刈り込みなどの管理が行われているものと推察されます。 
   今後、河川敷を除いて今回確認された地点を抽出し、混生の状態がどのように変化していく

のか、土地利用に変化がないのかなど、地点ごとに両種の面積比などについて調査を行うとよ

り詳細な情報が得られるかもしれません。 
 
○ススキ 

   調査対象メッシュの約７３％で確認され、８４９件の確認報告がありました。 
ススキのみの確認状況からは、ススキのみが見られるメッシュが減少し５メッシュのみでし

た。 
前回の調査と比較するとススキのみが分布する個所数はほぼ横ばいで、数本で生育している

割合が若干、増加し、セイタカアワダチソウと混生する群落規模１００㎡以上の生育規模が増

加する傾向を示しました。 
生育地の周辺環境別では、道路沿い、その他（民家、畑、事業所等）、駐車場（空き地）の確

認報告数が多く、前回の調査と比較すると河原（水路）沿い、駐車場（空き地）、林縁の割合が

減少し、件数同様に道路沿いの割合が上昇しています。 
おそらく数本で生育している割合が多い理由のひとつにはこの状態があるものと推察されま

す。 
 
○セイタカアワダチソウとススキの分布からみた分布の動き 

   相模原市はもともと、ススキの台地が広がる地域でした。昭和４６年に人口が３０万人を超

え、工場、住宅、道路などに移り変わり、前回調査した平成１３年度現在と比較すると約１万
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６千世帯が増加しています。 
   セイタカアワダチソウの大群落がある場所は、河川敷等を除き、土地が改変されてからあま

り年月の経っていない場所だといえることから、造成直後の場所も多いことが推察されます。 
また、セイタカアワダチソウが数本ある場所は、新天地を求めて広がろうとしている場所だ

といえることから、刈り込みなどの影響を受けない道端などで多く見られるものと推察されま

す。 
 

今回のセイタカアワダチソウとススキの分布調査からは、 
・ 上段の市街地では、大きな土地利用の変動がないことや除草をするなどの適正な管理が

推進されている様子がうかがえること 
・ 上段よりも農地や空き地が多い中段の大沢、上溝、麻溝、田名地区あたりでは、住宅や

道路の整備などの土地利用の様子がうかがえること 
・ 河川敷や段丘崖などの広い土地を独り占めしようと繁茂する帰化植物セイタカアワダチ

ソウの力強さ 
・ 長い期間管理されていない土地がセイタカアワダチソウからススキへ移り変わる可能性

があること 
・ 道端や庭先などの限られたスペースを活用して生育環境を広げようとしているセイタカ

アワダチソウとススキ 
・ じっとチャンスを待ち続け復活しようとするススキ 
を知ることができました。 
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１．４ テントウムシ分布調査 
 
  自然環境観察員制度では、これまでにさまざまな指標動植物種の分布調査をしてきました。 
今回は、平成１３年度に調査をしたテントウムシの分布について、旧相模原市地域を対象に追

跡調査を実施しました。 
 
（１）調査期間 
   平成１８年１０月１日～１１月５日（設定期間１０月１日～１０月３１日） 
 
（２）調査方法 
  担当メッシュ内を歩き、アブラムシの多い草を探しながらテントウムシを探していただきま

した。見つけたテントウムシについては、種類や周辺の環境と斑紋のつきかたなどを記録し、

確認地点を地図に記入するほか、不明な種などはスケッチや写真をとっていただきました。 

 
（３）調査結果 
 今回は、テントウムシの確認状況、出現地の周辺環境等について、平成１３年度の調査と比

較して報告します。 
 
  ① テントウムシの確認状況 
 

表４-１ テントウムシの確認状況               （単位；メッシュ数） 

調査年度 テントウムシを確認 テントウムシ未確認 未調査 合 計 

Ｈ１３ 135 99 125 359

Ｈ１８ 87 245 27 359

増 減 ▲48 146 ▲98 － 

※市内の総メッシュ数は４１７ですが、調査除外メッシュ５８があるため調査対象メッシュ

は３５９です 
   ※平成１３年度の合計メッシュは４２０メッシュですが、ここでは、１８年度調査対象メッ

シュに対応する３５９メッシュを抽出して比較しています。 
   ※調査対象８種とその他のテントウムシの確認状況をあわせたメッシュ数です。 
 
   図４-１                  図４-２ 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

注）合計メッシュから未調査メッシュを除いた割合です。 

Ｈ13　テントウムシの確認状況
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② テントウムシが出現した周辺環境 
 
表４-２ 生育地の周辺環境                      （単位：箇所数） 
項 目 

 
確認状況 

調査 
年度等 

草地 
（空き地）

人家 
（庭） 公園 道路 森林 畑 河原 その他 合計 

Ｈ13 28 5 9 13 2 9 0 8 74

割合 37.8% 6.8% 12.2% 17.6% 2.7% 12.2% 0% 10.7% 100%

Ｈ18 30 2 3 19 3 10 2 14 83

割合 36.1％ 2.4％ 3.6％ 22.9％ 3.6％ 12.0％ 2.4％ 17.0％ 100％

ナミ 
テントウ 

増減 ▲1.7％ ▲4.4％ ▲8.6％ 5.3％ 0.9％ ▲0.2％ 皆増 6.3％ - 

Ｈ13 46 7 7 22 2 19 4 9 116

割合 39.7% 6.0% 6.0% 19.0% 1.7% 16.4% 3.4% 7.8% 100%

Ｈ18 22 0 0 9 1 10 2 1 45

割合 49.0％ 0％ 0％ 20.0％ 2.2％ 22.2％ 4.4％ 2.2％ 100％

ナナホシ 
テントウ 

増減 9.3％ 皆減 皆減 1.0％ 0.5％ 5.8％ 1.0％ ▲5.6％ - 

Ｈ13 0 0 0 0 0 0 0 0 100％

割合 0% 0% 0% 0% 0% 0% 0% 0% 0%

Ｈ18 1 0 0 1 0 1 0 0 3

割合 33.3％ 0％ 0％ 33.3％ 0％ 33.3％ 0％ 0％ 100％

ヨツボシ 
テントウ 

増減 皆増 - - 皆増 - 皆増 - - - 

Ｈ13 1 0 0 0 0 0 0 0 1

割合 100％ 0% 0% 0% 0% 0% 0% 0% 100％

Ｈ18 1 0 0 0 0 0 0 0 1

割合 100％ 0% 0% 0% 0% 0% 0% 0% 100％

ベダリア 
テントウ 

増減 0.0％ - - - - - - - - 

Ｈ13 1 0 1 0 0 0 0 0 2

割合 50.0% 0% 50.0% 0% 0% 0% 0% 0% 100%

Ｈ18 1 0 0 0 0 0 0 0 1

割合 100％ 0％ 0％ 0％ 0％ 0％ 0％ 0％ 100％

マクガタ 
テントウ 

増減 50％ - 皆減 - - - - - - 

Ｈ13 2 1 1 0 0 0 0 0 4

割合 50.0% 25.0% 25.0% 0% 0% 0% 0% 0% 100%

Ｈ18 0 0 0 1 1 0 0 0 2

割合 0％ 0％ 0％ 50.0％ 50.0％ 0％ 0％ 0％ 100％

シロホシ 
テントウ 

増減 皆減 皆減 皆減 皆増 皆増 - - - - 

Ｈ13 2 0 0 0 0 0 0 0 2

割合 100% 0% 0% 0% 0% 0% 0% 0% 100%

Ｈ18 0 1 0 0 4 0 0 0 5

割合 0％ 20.0％ 0％ 0％ 80.0％ 0％ 0％ 0％ 100％

トホシ 
テントウ 

増減 皆減 皆増 - - 皆増 - - - - 

Ｈ13 5 1 0 2 0 16 0 0 24

割合 20.8% 4.2% 0% 8.3% 0% 66.7% 0% 0% 100%

Ｈ18 3 1 2 3 2 12 1 1 25

割合 12.0％ 4.0％ 8.0％ 12.0％ 8.0％ 48.0％ 4.0％ 4.0％ 100％

ニジュウ 
ヤホシ 
テントウ 

増減 ▲8.8％ ▲0.2％ 皆増 3.7％ 皆増 ▲18.7％ 皆増 皆増 - 

Ｈ13 35 11 13 34 8 25 1 8 135

割合 25.9% 8.1% 9.6% 25.2% 5.9% 18.5% 0.7% 6.1% 100%

Ｈ18 12 0 2 5 3 13 1 1 37

割合 32.4％ 0％ 5.4％ 13.5％ 8.1％ 35.1％ 2.7％ 2.7％ 100％

その他の 
テントウムシ 

増減 6.5％ 皆減 ▲4.2％ ▲11.7％ 2.2％ 16.6％ 2.0％ ▲3.4％ - 

Ｈ13 120 25 31 71 12 69 5 25 358

割合 33.5％ 7.0％ 8.7％ 19.8％ 3.4％ 19.2％ 1.4％ 7.0％ 100％

Ｈ18 70 4 7 38 14 46 6 17 202

割合 34.7％ 2.0％ 3.5％ 18.8％ 6.9％ 22.8％ 2.9％ 8.4％ 100％

合 計 

増減 1.2％ ▲5.0％ ▲5.2％ ▲1.0％ 3.5％ 3.6％ 1.5％ 1.4％ - 

   ※報告書が未記入の分は「その他」に含む。 
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Ｈ18　テントウムシの出現環境
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（４）まとめ 

  自然環境観察員制度でのテントウムシの調査は平成１３年に実施して以来５年ぶり２回目。

前回の調査活動の反省を活かし、今回は、成虫として観察しやすいよう１０月１日から調査

を開始しました。 

   多くの観察員からは、「何日も観察したが見つからない」など、今回の調査は大変だったと

いう感想が寄せられました。秋に育つテントウムシは、気温が低いせいか、あるいはエサ不

足のためか、春よりも小型のものが多いといわれます。報告書を整理すると１０月中旬にな

っても幼虫やさなぎの状態である報告が多く、「１０月中旬以降も幼虫が１００以上いる」「１

１月に入っても幼虫多数」といった報告や「成虫が幼虫とともにいるということは気候の関

係で成虫になるのが遅れているのか？」「天候の影響か？」「今夏の長雨の影響か？」などの

考察も寄せられました。 

テントウムシにとって暑さとエサ不足の季節となる夏は、ナナホシテントウの場合、草の

しげみの根もとにもぐりこんで、夏の季節をねむって過ごし、ナミテントウの場合、森や林

の大きな樹木の葉かげで、夏の暑さを避け、ちょっと涼しい秋になると再び活動が活発する

ことが一般的にいわれています。 

このことからも、夏から秋にかけての気候の状態によって成虫になる時期が遅れたのでは

ないかと推察することができます。また、図４－４のテントウムシ分布図をみていただくと、

緑や農地の多い地域で確認されていることからも、エサとなるアブラムシや植物等の状況な

ど、複数の要因が絡み合っていることも推察されます。 

いずれにしても今回の調査では、秋のテントウムシの成虫が一般的に見られたのは１０月

末頃ということと相模原市で生息するテントウムシも地球環境や自然環境の営みに左右され、

それに対応して生息していることがわかりました。 

   今回の調査では対象となった８種類のテントウムシ（ナミテントウ、ナナホシテントウ、

ヨツボシテントウ、ベダリアテントウ、マクガタテントウ、シロホシテントウ、トホシテン

トウ、ニジュウヤホシテントウ）をすべて確認しました。前回はヨツボシテントウを除く７

種類でした。その他にもキイロテントウなどの６種類のテントウムシの確認報告がありまし
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た。 

   テントウムシが確認されたメッシュは８７メッシュで前回と比較すると４８メッシュ減少

しましたが、前述してあるとおり今年は幼虫やさなぎの期間に調査期間がぶつかってしまっ

たことが大きな原因であると推察できます。 

しかし、未調査メッシュを除いたメッシュの確認割合が約５８％（H１３）から約２６％

（H１８）に減少していることも忘れてならない事実だったと言えます。 

主な地域として、淵野辺、東淵野辺などの大野北出張所管区、麻溝台、大島で未確認メッ

シュが増えました。 

なお、未調査メッシュが１２５メッシュ（H１３）から２７メッシュ（H１８）に減少し、

調査したメッシュの割合が前回比約１．４倍となるため、より広い地域を調査したことも影

響していることから、H１３においても分布する割合はもしかすると結果より低い可能性も

あることを示唆しています。 

種類では、前回の調査と同様、ナミテントウが最も多く、ついでナナホシテントウ、ニジ

ュウヤホシテントウが多く確認されました。 

また、調査対象８種類には含まれないキイロテントウの確認報告が１４件ありました。大

部分が近隣に大きな雑木林や斜面林がある地域で、クワの木にいたとの報告が多くありまし

た。 

テントウムシが確認された周辺環境では、草地（空き地）、畑、道路沿いが多く、前回の調

査と同様な結果を示しました。草地では、ナミテントウやナナホシテントウなどが「カナム

グラ（１年生のつる草）」や「セイタカアワダチソウ」に多く、農地での聞き込みについても

多くの情報があり、「無農薬なので昆虫は多いがテントウムシは見ない」「畑付近を調査して

もみつからない」といった報告や「無農薬で管理する畑であっても対象が小さく注意力やみ

るポイントが必要」といったご意見が寄せられました。 

特に、ニジュウヤホシテントウは、前回の調査と同様、多くのテントウムシが益虫といわ

れることに対し「害虫」の特徴を示すとおり、多くがジャガイモやナスを栽培する畑で確認

され、住宅地域の中にある家庭菜園での確認も増えた印象を受けました。  

   テントウムシの分布調査からは、緑地の分布（量・質）、身近な緑（庭や公園など）などの

状態がわかると考えていますが、５年前と比較して大きな変化はないのではないかと推察す

るに至りました。ただし、テントウムシから見た場合、緑地の質としては畑や道路沿いの雑

草も重要な緑であり、人間にとっても虫が集う身近な緑だということではないでしょうか。 
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 ２ 自主テーマ調査 
 
 ２．１ 自主テーマ調査の目的・実施方法 
   
自然環境には地域差があるので、局地的に生息・生育する種などは市内全域を対象とした調査

に適さないものも多く、また、観察員さんの興味・関心や経験などにも個人差が見られます。 
さらに、「全体テーマ調査」だけでは、市内の自然環境を評価するには不十分であるため、自主

テーマによる調査を導入することにより、より多くのデータを集積する目的としています。 
  テーマの選択、実施方法、調査時期は、観察員さん自身に設定していただき、調査をしていた

だきました。 
 
 ２．２ 自主テーマ調査の紹介 
  観察員さんから３件の自主テーマ調査の調査結果を提出していただきました。 
 
 

表２-２-１ 自主テーマ一覧 
 

Ｎｏ 報告者 調査テーマ(題名) 調査内容 分類 

1 小林 義博 水生生物と水質 境川寿橋での水性生物調査 昆虫 

2 櫻木 博史 
こもれびの森中央広場隣接北側に 

自生する植物の開花日調査 
自主植物の開花日調査（年度別比較） 植物 

3 早戸 正広 チョウの調査 チョウの観察記録 昆虫 
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 ３ 任意参加調査 
 
 ３．１ 任意参加調査の目的・実施方法 
   
動植物の生息・生育状況には地域差があります。身近な生きもの調査（全体テーマ調査）はそ

ういう動植物の生息・生育状況の差異で市内全域の自然環境の状況を明らかにするものですが、

局地的に生息・生育する動植物は市内全域を対象とした調査に適していません。 
そこで、平成１５年度から、生息・生育範囲が狭く、市内のどの場所に生息・生育しているか

を明らかにしたい動植物を対象に目撃情報等の収集を行うことにより、市内での生息・生育状況

のデータを集積することを目的としています。 
  今年度は、上記の目的以外に、全体テーマ調査を補完すること及びツバメの巣作りから巣立ち

までを観察するため、任意参加調査においても「ツバメの巣分布調査」を実施しました。 
 
 ３．２ ツバメの巣分布調査 
 
 （１）調査期間 
   平成１８年４月～８月１日（火） 
 （２）調査目的 
   ツバメは今、相模原でどんな暮らしをしているのかを知ることを目的に調査をしました。ま

た、全体テーマ調査の「ツバメの巣分布調査」では、飛んでいたが巣を発見することができな

いことも予想されることから、市内のツバメ分布図をまとめることにしました。 
 （３）調査方法 
   調査の手引きを参考に、自宅付近、出かけた先などでツバメとひなの行動を観察し、報告す 
る。 

 （４）参加者数  
１２人から任意参加調査の報告書を提出いただきましたが、全体テーマ調査報告書に併せて

詳細情報を書き込んでいるケースが多く、大部分の方が参加してくれました。 
 （５）調査結果 
   結果は、全体テーマ調査「ツバメの巣分布調査」の（３）調査結果①ツバメの巣の確認状況

を反映するとともに「ツバメ分布図」と「２００６相模原市のツバメ観察日記」としてまとめ

ました。 
（６）まとめ 
まとめは、全体テーマ調査「ツバメの巣分布調査」を参照ください。 

 
 
 
 
                              





4月 4/2 ツバメ戻る 4月上旬 ツバメ戻る ○ 野鳥に関心のある方の話しで
は3月上旬にツバメが戻ってい
るそうです

4/5 ・長旅後のため羽の手入れ・交尾 4月下旬 巣作り ○ 23年続けてきている場所も
4/15 泥を運ぶ こないと不安（聞き取り）
4/21 泥やかれ草を運ぶ
4/23 雨が降った後なのでいちだんと活発に

泥を運ぶ
5月 5/4 わかい夫婦の巣づくり2日め。

朝5時頃から夫婦で泥を運ぶ
5/3 夫婦で巣づくりをはじめている

5/5 わかい夫婦の巣づくり3日め。昨日運ん
だ泥にかれ草を運んでいる

5/10 夫婦で畑に降りてやわらかい泥をつ
いばみ近くの住宅街へ飛び去る

5/6 わかい夫婦の巣づくり4日め。顔をどろ
だらけにして運んでいる

5/11 巣作り中。それぞれ古巣。 5/11 商店の軒下。聞き取りで2回目の産
卵に入る。（3回産卵する？）

5/7 わかい夫婦の巣づくり5日め。巣がほぼ
完成。

5/15 抱卵か、かえったばかりのひな確認

5/15 6この卵を産んだ 5/17 巣完成 5/15 抱卵中
5/21 疲れたか？ぐっすりねむっている 5/21 雨上がりの水溜りと空き地の草むら

から枯草を採って運んでいる
5/26 営巣場所は横断歩道のある人

通りの多い所でした
5/22 スズメに追い出されたツバメの巣あり 5/28 5/17にほぼ完成していた店舗の駐

車場にあったツバメの巣がなくなっ
た

5/28 ひな3羽、えさをまっている。 5/28 神社の軒下は巣作りに向くと考
え見に行ったが、軒下には網が
張ってある。

5/23 ひなの誕生 6/10 巣作りにきたがあきらめた様子 5/29 5～6個の巣にひなを確認 6/4 コンビニエンスストアに巣3つ
6/8 ひながかえらず、今年は遅い。 6/5 ひなを育成中 6月上旬 下旬まで市役所本庁舎の建物

上空を5羽のイワツバメが飛び
回る

6月 ひなの世話は21～22日
ぐらい。

6/11 水あび 6/6 ひな5羽、親鳥えさを運ぶ。 6/6 ひな飛行訓練中

親ツバメ、ひなと別れ 6/7 ひな4羽 6/14 スズメに巣を横取りされている
中旬から下旬にかけて
産卵②

6/10 親鳥がひっきりなしに出入りしている

抱卵は14～15日ぐらい。 6/14 盛んにえさを運んでいる 6/12 ひな巣立った
6/14 ひな5羽確認
6/18 ひなにえさを運ぶ
6/20 巣の中にひなが1羽座っていた 6/20 3羽のひなが巣立つ
6/20 ひなの鳴き声がよく透る

6/23 新築の家に巣あり。卵を温めている
様子。

6/21 電線に巣立ちひなが5羽。親鳥が交互
にえさを運び、口移し。

6/23 親ツバメがえさをもってくるまでじっとま
つひなたち

6/22 玄関の電灯にツバメ1羽見張り番？

6/22 再度訪問するも巣が撤去されていた 6/25 抱卵中 6/23 親鳥2羽がひなに餌を運ぶ 6/23 巣立った後
6/23 2階建マンションの2階の玄関照明に栄

巣、ひな4羽大きな口をあけている。
6/25 聞き取り、カラスがひなを狙って

いる。
6/28 聞き取り、5月末に1回目のひなが巣

立ち、2回目の産卵ひな4羽。
6/24 2巣でひな各5羽確認 6/27 ＪＲ相模湖でイワツバメの親鳥が

盛んにえさを運ぶ。巣5個
6/25 数日前から巣作り開始 6/29 2回目の抱卵か？ 6/25 親鳥がひさを運ぶ 6/27 ＪＲ相模湖駅舎にツバメ6巣あ

り。巣立ったもの3個、飼育中3
個。

6/28 まだ巣に出入りしている 6/27 ヒナののどとおでこの部分の赤
味が鮮明になってきた。

6/29 1回目巣立ちひなか？空中給餌 6/29 電線に巣立ちひな3羽確認
6/29 電線に止まって見張りツバメの姿
6/29 ひな育成中 6/29 ＪＲ相模原駅、ひな5羽、巣1個

6/30 2～3分ごとに1回、日に何百回もえさを
運ぶ

7/6 巣がなくなっていた

7月 ひなの世話は21～22日
ぐらい。

7/2 ひなのエサをとる
ひなの成長にあわせ、トンボなど大きな
昆虫を運ぶ

7/9 ひな4羽、親鳥がえさを運んでいる。 7/9 巣からツバメが消えた。路面の糞も
掃除され住みついていたことさえも
感じられない。

7/12 電線の上で親ツバメをまつひなたち
8月 町中からヨシ原へ移動 巣立ち、町なかでくらす 8/2 ひなはとびまわり、えさをとる 8/1 三段の滝でねぐらいり確認

末頃からじょじょにわた
りをはじめる

ヨシ原へ移動する 8/16 ツバメたちの移動がはじまる

8/20 川べりのヨシ原へあつまったツバメは残
り少なくなった虫をさがす

8/22 ヨシ原へ2度めの繁殖をおえたツバメた
ちも集まる

9月 わたりをはじめる
10月 末ごろには、ほとんどが

姿をけす

※1　「つばめの1年」欄は、科学のアルバム「ツバメのくらし」菅原光ニ著（あかね書房/1975年初版）から
※2　「1975年頃の市内におけるツバメの様子」欄は、上記と同じく科学のアルバム「ツバメのくらし」に紹介された記事を抜粋したもの。
※　「２００６市内のツバメの様子」は、任意調査及び全体テーマ調査から抜粋したもの。

町のなかにツバメがあらわれる
巣づくり

上旬から下旬にかけて産卵①
抱卵は14～15日ぐらい。

２００６　市内のツバメの様子
ツバメの1年

１９７５年頃の市内における
ツバメの様子

　２００６相模原市のツバメ観察日記

ひなの世話 巣立ち・町中で暮らす その他巣づくり 産卵・抱卵

※ほとんどのツバメは、年2回ひなを育て
る。なかには3回も育てるツバメもいる。

3
7
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 ４ 専門部会調査 
 
 ４．１ 専門部会の設置 
 
  自然環境調査には、専門的な知識が必要なものや、グループで行ったほうが効率的なものがあ

ります。また、「全体テーマ調査」は稀少種などの特定の地域のみに生息・生育するものの調査に

は不向きですので、興味・関心が共通していたり、同じような問題意識を持っている方々がまと

まって様々な活動をする中で、より専門的な活動が図れるよう専門部会を設置しています。 
  今年度は、河川生物相調査部会及び野鳥調査部会の２つの専門部会を新設しました。 
 
   専門部会の設置状況 

部会名 設置年度 平成18年度登録数 
植物調査部会 平成１４年度 33名 
湧水調査部会 平成１４年度 25名 
河川生物相調査部会 平成１８年度 16名 
野鳥調査部会 平成１８年度 22名 

 
 ４．２ 植物調査部会 
 
 （１）設置目的 
    植物には限られた地域に生育しているものや同定が難しいものなどがあるため、従来の全

体調査だけで必要なデータを得ることは困難です。また、「相模原市自然環境基礎調査」で得

られた稀少種のデータを活かし現況を確認することは、今後の保全策を検討する上で非常に

重要です。 
    そのため、植物に関心を持つ観察員さんが協力し合い、相模原市の貴重な植物の調査を行

うため、植物調査部会を設置しました。 
 
 （２）活動報告 
  ア 第１回植物調査部会 
  （ア）形 式  活動・観察会（カワラノギクの保護活動①） 
  （イ）日 時  平成１８年７月２５日（火） 

午前１０時～正午 
  （ウ）場 所  相模川河川敷 神沢地区 
  （エ）参加者  観察員７名（浅木、鹿島、川崎、川村、 

小林（通）、真山、山尾） 
          市博物館他２名（秋山学芸員、海老名市のカワラノギクを守る会 河又氏） 
          事務局１名 小泉 
  （オ）内 容  ・市博物館と連携したカワラノギクの保護活動は今年で２年目。有志による

活動とし、保護区内のコセンダングサ等の草抜きを実施。終了後は、秋山学

芸員の指導により、付近で植物観察を行いました。 
 
  イ 第２回植物調査部会 
  （ア）形 式  活動・観察会（カワラノギクの保護活動②） 
  （イ）日 時  平成１８年９月１２日（火） 

午前１０時～正午 
  （ウ）場 所  相模川河川敷 神沢地区 
  （エ）参加者  観察員１１名（岩田、鹿島、川崎、木村、 
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小林（通）、金銅、千野、西田（和）、野口、早戸、山尾） 
          市博物館他３名（秋山学芸員、博物館スタッフ） 
          事務局２名 星野、小泉 
  （オ）内 容  ・今年度２回目。有志による活動とし、保護区内のコセンダングサの種が落

ちる前に草抜きを実施。終了後は、秋山学芸員の指導により、カワラニガナ、

カワラハハコ等の植物観察を行いました。 
 
  ウ 第３回植物調査部会 
  （ア）形 式  観察会（当麻のたんぼと河川敷の植物観察） 
          講師 市博物館 秋山学芸員 
  （イ）日 時  平成１８年１０月１７日（火） 

午前１０時～正午 
  （ウ）場 所  当麻のたんぼ、相模川河川敷（三段の滝下付近） 
  （エ）参加者  観察員１８名（浅原、岩田、内田、鹿島、川崎、川村、木村、後藤、小林（通）、

櫻木、佐藤、千野、中村、西田（和）、野口、堀野、真山、山尾） 

          事務局  ２名 菅井、小泉 
  （オ）内 容  河川敷のツルヨシやオギ群集、局地的になってきた田んぼ周辺の秋の植物環

境の学習を行うため、観察会を行いました。 
 
  エ 第４回植物調査部会 
  （ア）形 式  観察会・企画会議 

講師 市博物館 秋山学芸員 
  （イ）日 時  平成１９年３月２１日（水） 

午前１０時～午後２時３０分 
  （ウ）場 所  城山町小松川・穴川付近 
  （エ）参加者  観察員１２名（浅原、岩田、川崎、川村、小林（通）、小林（義）、櫻木、高

橋、千野、西田、堀野、真山） 

城山町在住田中さん、浅原さん夫 

          事務局 ３名 小泉、中島、植村（センタースタッフ） 
  （オ）内 容  合併し拡大した市域を知り今後の調査活動に役立てたい思いから、城山町小

松川・穴川付近の観察会を行いました。 
 
  オ 部会報の発行 
    11月に部会報を発行しました。 
 
４．３ 湧水調査部会 

 
 （１）設置目的 
    相模川をはじめとする河川と段丘崖に点在する湧水は、相模原市の代表的な自然環境とい

えます。河川や湧水の水質・水量を維持し、生態系の保全を図りながら、将来世代に豊かな

水辺を引き継ぐことは我々の責務です。 
    そのため、相模原市環境基本計画においては、湧水保全対策として、重点施策に「自然環

境観察員と連携して、湧水の監視を行います。」という取り組みを掲げました。この取り組み

を推し進め、湧水の継続的な調査を実施するため、湧水調査部会を設置しました。 
 
 （２）活動報告 
    今年度は、合併した津久井地域の湧水について研究し、今後の湧水調査部会活動の考え方

を整理する年としました。 
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ア 第１回湧水調査部会 
（ア）形 式  観察会（城山地区の「湧水を訪ねて」） 

          講師 城山ホタル研究会 保坂 健次さん 
  （イ）日 時  平成１９年３月１７日（土） 

午前９時２０分～午後３時３０分 
  （ウ）場 所  城山町 
  （エ）参加者  観察員１１名（浅野、安達、池川、岩田、内田、小田、川崎、杉山、中川、

西田、真山、） 

          事務局 ２名 星野・広田（環境対策課） 
          ※その他、講師の城山町在住の関係者も多数参加 
  （オ）内 容  平成１９年度からの調査計画を作成するため、城山地区の湧水箇所とその歴

史的背景等についての学習と観察会を行いました。 
  （カ）結 果 

No 

 

調査個所 

 

pH 
EC 

（mS/cm） 

COD 

（mg/l） 

水温 

（℃） 

１ 清水の湧水 ６．５ ０．１８ １．５ １４

２ 男滝･女滝 ６．５ ０．０９ １．０ ６

３ 尻無沢 ６．７ ０．１６ ０ ６

４ 慈眼寺湧水 ７．２ ０．０２ ０．５ １０

５ 普門寺 ７．３ ０．０７ ０ ８

６ 谷津川水源 ７．５ ０．０４ １．０ １０

７ 旧知恩寺湧水 ７．４ ０．０５ １．０ １１

８ 死人橋 川 ７．５ ０．０３ ０．５ ８

９ 〃 湧水 ７．２ ０．０４ ０ １２

 ○湧水調査地点図 
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  イ 部会報の発行 
    ３月に部会報を発行しました。 
 
４．４ 河川生物相調査部会 

 
 （１）設置目的 
    相模川をはじめとする河川には様々な生き物が生息しています。とくに河川に見られる底

製生物を指標とする河川生物相は、種類、固体数などから、水の汚れ具合を見分けることが

できます。また、継続的にデータを収集し現況を確認することは、今後の保全策を検討する

上で非常に重要です。 
    そのため、河川の生き物に関心を持つ観察員さんが協力し合い、市内を流れる河川の生物

相調査を行うため、河川生物相調査部会を設置しました。 
 
 （２）活動報告 
  ア 第１回河川生物相調査部会 
  （ア）形 式  活動・観察会 
  （イ）日 時  平成１８年６月２３日（金） 

午前９時３０分～１１時３０分 
  （ウ）場 所  境川（宮上小学校横） 
  （エ）参加者  観察員２名（小林（義）、中川） 
          事務局２名（星野、小林） 
  （オ）内 容  境川上流部の川の生き物の調査を実施しました。 
          メダカ、ドジョウ、アメリカザリガニ等、多数の生き物を確認できました。 
 
イ 第２回河川生物相調査部会 

  （ア）形 式  活動・観察会 
  （イ）日 時  平成１８年９月１７日（日） 

午前９時３０分～１１時 
  （ウ）場 所  相模川 大島キャンプ場下流 
  （エ）参加者  観察員４名（小林（義）、岡野、木村、真山） 
          事務局１名（星野） 
  （オ）内 容  当該流域を全国水生生物調査に準じた方法により実施しました。 
          当日は、水質階級Ⅰ（きれいな水）に生息する生物を始め、約３０種類を確

認できました。 
 
ウ 第３回河川生物相調査部会 

  （ア）形 式  講義・実践 
  （イ）日 時  平成１８年１２月６日（水） 

午後１時～４時 
  （ウ）場 所  環境情報センター活動室 
  （エ）参加者  観察員６名（小林（義）、木村、櫻木、中川、 

川崎、田口） 
          市博物館１名（守屋） 

事務局１名（星野） 
  （オ）内 容  市博物館守屋さんから水生生物の標本作りについて指導をいただき、事前に

収集していて水生生物の標本作りを行い、作品を環境情報センターに展示し

ました。 
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４．５ 野鳥調査部会 

 
 （１）設置目的 
    鳥類の生息状況を把握するには、季節的な変動を考慮して年間を通じた調査を行うことが

必要であるため、全体調査だけで必要なデータを得ることは困難です。また、「相模原市自然

環境基礎調査」で得られたデータを活かし現況を確認することは、今後の保全策を検討する

上で非常に重要です。 
    そのため、野鳥に関心を持つ観察員さんが協力し合い、現地調査による記録種をもとに、

相模原市の鳥類相の把握、鳥類相から見た緑地や水辺の現況を把握することを目的に野鳥の

調査を行うため、野鳥調査部会を設置しました。 
 
 （２）活動報告 
  ア 第１回野鳥調査部会 
  （ア）形 式  会議 
  （イ）日 時  平成１８年７月１１日（火） 

午後６時～７時４５分 
  （ウ）場 所  環境情報センター 活動室 
  （エ）参加者  観察員１１名（安達、内田、大沢、小川、荻原、小林（義）、櫻木、佐藤（昭）、

田口、肥田、真山） 
          事務局１名 小林 
  （オ）内 容  ・新設した本部会の活動をはじめるため、自然環境基礎調査結果を紹介し旧

相模原市域における鳥類相の現状を知るとともに部会の活動方針、事業計画

等について打合せを行いました。 
 
  イ 第２回野鳥調査部会 
  （ア）形 式  学習・観察会（野鳥の調査について 

～冬鳥を観察しよう！～） 
          講師 野鳥調査部会員 真山正彦 
  （イ）日 時  平成１８年１２月２日（土） 

午前９時３０分～１１時３０分 
  （ウ）場 所  古山貯水池 
  （エ）参加者  観察員１３名（浅野、安達、内田、大沢、荻原、川崎、櫻木、佐藤（昭）、原

田、肥田、真山、小林（義）、小林（喜）） 
          事務局３名 菅井、小泉、植村（センタースタッフ） 
  （オ）内 容  ・今後の調査活動を行うため、市内の代表的な越冬地であり自然環境基礎調

査の定点観察地点である古山貯水池（相模原沈殿池）を会場に、学習を兼ね

た観察会を行いました。また、調査計画（案）を提示し、野鳥に詳しい部会

員に協力してもらい詳細事項をつめていくことにしました。 
 （カ）その他  ・ 

分  類 

目 科 種 
渡り区分 

ペリカン ウ カワウ 留鳥 

コウノトリ サギ アオサギ 留鳥 

オシドリ 冬鳥 

マガモ 冬鳥 

カモ 
 

カモ 

カルガモ 留鳥 
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コガモ 冬鳥 

ヨシガモ 冬鳥 

オカヨシガモ 冬鳥 

ヒドリガモ 冬鳥 

アメリカヒドリ 冬鳥 

オナガガモ 冬鳥 

ハシビロガモ 冬鳥 

ホシハジロ 冬鳥 

キンクロハジロ 冬鳥 

ツル クイナ オオバン 冬鳥 

チドリ カモメ ユリカモメ 冬鳥 

ハクセキレイ 留鳥 

セグロセキレイ 留鳥 

セキレイ 

タヒバリ 冬鳥 

ヒヨドリ ヒヨドリ 留鳥 

モズ モズ 留鳥 

アトリ カワラヒワ 留鳥 

ハタオリドリ スズメ 留鳥 

スズメ 

カラス ハシブトガラス 留鳥 

         ※渡り区分は相模原市を基準にして絶対的なものではありません。 
（例 オシドリ 相模原では基本的には冬鳥ですが、東北地方などでは繁殖 

をしており留鳥、最近は相模原でも繁殖をしている。） 

 
 
  ウ 第３回野鳥調査部会 
  （ア）形 式  学習・観察会 
          講師 野鳥調査部会員 内田 英樹 
  （イ）日 時  平成１９年２月１０日（土） 

午前９時３０分～１１時４５分 
  （ウ）場 所  相模川河川敷 神沢地区 
  （エ）参加者  観察員１４名（浅野、内田、小川、荻原、川崎、

小林（義）、塩沢、原田、肥田、小林（喜）、鹿島） 

          事務局  ２名 小泉、中島 
  （オ）内 容  １９年度からの調査活動を行うための事業計画（案）をもとに、今後使用す

る調査票（案）を使い、実際に観察しながら、ルート観察、定点観察の方法

を学びました。 
  （カ）その他  ・Ｐ３地点 

分  類 

目 科 種 
渡り区分 

タカ タカ トビ 留鳥 

キツツキ キツツキ アカゲラ 留鳥 

ホオジロ 留鳥 

カシラダカ 冬鳥 

ホオジロ 

アオジ 冬鳥 

カワラヒワ 留鳥 

ベニマシコ 冬鳥 

アトリ 

シメ 冬鳥 

ハタオリドリ スズメ 留鳥 

スズメ 

カラス ハシブトガラス 留鳥 
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         ・Ｒ１ルート周辺 

分  類 

目 科 種 
渡り区分 

カイツブリ カイツブリ カイツブリ 留鳥 

コウノトリ サギ アオサギ 留鳥 

オシドリ 冬鳥 

コガモ 冬鳥 

キンクロハジロ 冬鳥 

カモ カモ 

カワアイサ 冬鳥 

ミサゴ 冬鳥 タカ タカ 

オオタカ 留鳥 

ハト ハト キジバト 留鳥 

キツツキ キツツキ コゲラ 留鳥 

キセキレイ 留鳥 

セグロセキレイ 留鳥 

ビンズイ 冬鳥 

セキレイ 

タヒバリ 冬鳥 

ジョウビタキ ジョウビタキ 冬鳥 

エナガ エナガ 留鳥 

シジュウカラ シジュウカラ 留鳥 

メジロ メジロ 留鳥 

ホオジロ 留鳥 ホオジロ 

アオジ 冬鳥 

カワラヒワ 留鳥 

ベニマシコ 留鳥 

アトリ 

シメ 冬鳥 

スズメ 

カラス ハシブトガラス 留鳥 

※参考確認（５０Ｍ以上離れ、調査基準に不適合） 

タカ タカ ノスリ 冬鳥 

ブッポウソウ カワセミ ヤマセミ 留鳥 

野生化した鳥類 ガビチョウ － 

         ※渡り区分は相模原市を基準にして絶対的なものではありません。 
（例 オシドリ 相模原では基本的には冬鳥ですが、東北地方などでは繁殖 

をしており留鳥、最近は相模原でも繁殖をしている。） 

 
  エ 部会報の発行 
    １月に部会報を発行しました。 
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第３章 かんきょう学習セミナー 
 
 １ かんきょう学習セミナー 
 
 １．１ 第１回かんきょう学習セミナー 
  日 時  平成１８年４月２３日（日） 午前９時３０分～１１時１５分 
  場 所  環境情報センター 学習室 
  参加者  ６３人 
 
 （１）自然環境観察員制度について 
   本制度の目的や意義などについて、事務局から説明を行いました。 
 （２）講義 
   講師 内田 英樹さん(相模原市探鳥会) 
   内容 「ツバメと環境について」 
     相模原市の自然環境の現状やツバメ類の生態、市域の観察ポイントについて、学習し

ました。 
（３）全体テーマ調査「身近な生きもの調査」について 
   観察員さん個々が調査する担当メッシュを確認し、調査の手引きにそってツバメの巣分布調 
  査方法の説明、質疑応答を行いました。 
   調査の詳細は、資料編の「１．調査の手引き」をご参照ください。 
 （４）自主テーマ調査について 
   自主テーマ調査の目的について、事務局から説明しました。 
 （５）専門部会調査について 
   部会の目的や設置・運営について事務局から説明を行いました。今年度は、既存の「植物調

査部会」と「湧水調査部会」に加え、「河川生物相調査部会」と「野鳥調査部会」を新設しまし

た。 
 （６）任意参加調査について 
   調査の概要を事務局から説明しました。 
 （７）その他 
   エコネットの輪及び「さがみはら環境まつり」について、概要を説明し、参加を依頼しまし

た。 
 
 １．２ 第２回かんきょう学習セミナー 
  日 時  平成１８年７月８日（土） 午前９時～午後３時３０分 
  場 所  県立津久井湖城山公園 他 
  参加者  ２４人 
 
 （１）観察会 
   講師 小林 義博さん（自然環境観察員） 
   内容 津久井地域の自然観察や市街地の観察会。津久井城山公園では水質検査を行いました。 
 
１．３ 第３回かんきょう学習セミナー 
  日 時  平成１８年９月２４日（日） 午前９時３０分～正午 
  場 所  環境情報センター 学習室 
  参加者  ５５人 
 
 （１）講義 
   講師 藤本 真宗さん（アジア航測（株）） 
   内容 「セイタカアワダチソウとススキについて」と「テントウムシと環境について」学習   
      を行ない、調査の方法を確認しました。調査の詳細は、資料編の「１．調査の手引き」 
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をご参照ください。 
 
 （２）調査のしかたについて 
   調査の手引きにそって、調査方法の説明、質疑応答を行いました。 
 
１．４ 第４回かんきょう学習セミナー 
  日 時  平成１９年１０月２２日（日） 午前１０時～正午 
  場 所  環境情報センター学習室 
  参加者  １０人 
 
 （１）講義 
   講師 プロジェクト・ワイルド一般指導者 

麻布大学村山専任講師、久保山君（麻布大学生）と５人の学生ボランティア 
   内容 プロジェクト・ワイルド講習会 
      プロジェクト・ワイルドとは、米国で開発された野生生物をテーマにした環境教育

プログラムで、野生動物と自然資源に対し、責任ある行動をとれるようになることを

目的としており、幼稚園児から高校まで、さまざまな教育現場で活用することができ

ます。今回は、プロジェクト・ワイルドの基礎を学び、創造的な場を作るためのプロ

グラムを自ら体験し、現在又は今後、皆さんが指導等を行う機会において参考になる

よう、講習会を行いました。 
 
１．５ 第５回かんきょう学習セミナー（公開講座） 
  日 時  平成１９年１１月１９日（日） 午前１０時～正午 
  場 所  環境情報センター学習室 
  参加者  ３９人（一般２２人含む） 
 
 （１）講義 
   講師 大田 顕成さん（NPO 相模湖町山岳協会理事長） 

   内容 相模原市の山々をハイキングするための講座 
      ～知って、歩いて、見て、感じて、水源森林の自然観察～ 
       合併した津久井地域の水源森林を紹介し、トレッキングしながら豊かな自然環境に

触れるための事前学習会を実施したものです。 

東海自然歩道コースや陣馬山コースなど、新相模原市内の日帰りハイキングコース

やコースの特徴と見どころなどを中心に紹介する講座を行いました。 

 

１．６ 第６回かんきょう学習セミナー（公開講座） 
  日 時  平成１９年１１月１９日（日） 午後１時～３時 
  場 所  環境情報センター学習室 
  参加者  ３０人 
 
 （１）講義 
   講師 谷 重和さん・石川 恵理子さん（ヤマビル研究会） 

   内容 ヤマビルの生態と防除対策講座 ～相模原市の山々でハイキングを楽しむために～ 
       県内で被害が拡大するヤマビルの生態や防除対策等について学習しました。 

 
１．７ 第７回かんきょう学習セミナー 
  平成１８年１２月１０日（日）に相模湖地域の自然観察（ハイキング）を予定していましたが、

天候不良のため中止となりました。 
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１．８ 第８回かんきょう学習セミナー 
  日 時  平成１９年２月４日（日） 午前９時３０分～１１時３０分 
  場 所  環境情報センター 学習室 
  参加者  ３９人 
 
 （１）講義 
   講師  染矢 貴さん（アジア航測（株）） 
   内容 「津久井地域の自然環調査（植生）等について」 
      津久井地域の植生等について学習しました。 
（２）平成１８年度調査結果について 
    アドバイザー アジア航測（株） 染矢 貴さん 
                    藤本 真宗さん 
                    滝口 善博さん 
  ア 全体テーマ調査結果報告 
     ツバメの巣分布調査、帰化植物（セイタカアワダチソウ）分布調査及びテントウムシ分

布調査の結果について報告しました。説明資料は、本編第２章に掲載されています。 
  イ 自主テーマ調査 
     調査の報告を依頼しました。 
  ウ 任意参加調査報告 
     現在の状況について報告しました。 
  エ 専門部会調査結果報告 
     現在の状況について報告しました。 
  オ その他の活動結果報告 
     現在の状況について報告しました。 
 （３）平成１９年度活動に向けて 
    平成１９年度の全体テーマ調査について、企画会議の結果を報告しました。 
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第４章 企画会議 
 
 １ 企画会議 
  
１．１ 第１回企画会議 
  日 時  平成１８年９月１２日（火） 午後２時から 
  場 所  環境情報センター 活動室 
  参加者  １０人 
  内 容  ・第２回全体テーマ調査についての検討 
 
 １．２ 第２回企画会議 
  日 時  平成１９年１月２７日（土） 午前１０時～１１時４０分 
  場 所  環境情報センター 活動室 
  参加者  １８人 
  内 容  ・平成１９年度における全体調査対象種について 

・津久井地域における調査について 
 
第５章 その他の活動 
 
○ 本制度の調査結果を発表するため、「さがみはら環境まつり」へ出展し、運営にご協力いただ

きました。 
○ 環境情報センター事業協力者登録制度「エコネットの輪」に登録。また、相模原市の環境学

習・環境活動プログラム集へ、「小・中学校の校庭にある樹木・園芸種の観察会」「身近な植

物観察会」「草あそび－草笛や草虫笹舟づくり－」「インタープリテーション（IP）を体験す
る」の４プログラムを登録し、小中学生を対象とした各種観察会や総合学習への支援などで

の講師活動にご協力をいただきました。 
○ 環境情報センター主催事業「夏休み環境学校」の講師及び運営サポートにご参加いただきま

した。 
○ 環境情報センター主催、「環境カウンセラー制度説明会」「プロジェクト・ワイルド一般指導

者養成セミナー（本編・水辺編）」に、多くの方がご参加し、資格等の取得にチャレンジしま

した。 
 
観察員さんの活動は身近な生きもの調査以外においても、これからますます、大切な役割を

担っていくことが期待されます。どうぞ、よろしくお願いいたします。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  写真（左から） 
   ・さがみはら環境まつり展示 
    ・夏休み環境学校指導 
     ・プロジェクトワイルド一般指導者養成セミナー 
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第４章 企画会議 
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